
（ 2 枚中 1 枚目） 

※二重線は、分割方式を選択した場合の分割箇所を示すものです。 

（一般質問） 

質問日   令和７年９月 25日（木） 質問方式 分割方式 

質問順位 ３ 会派名 自由民主党浜松 議席番号 13 氏名 中野 和幸 

表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

１ 浜名湖の恵みを

取り戻すために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 持続可能な水利

施設の維持につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市が誇る浜名湖は、豊かな自然と食文化で育んで

きたかけがえのない財産で、それを水面下で支えてき

た一つが「アマモ場」である。 

アマモは“海のゆりかご”とも呼ばれ、稚魚やアサリ

などの隠れ家・産卵場所となり、湖底の水質浄化にも寄

与している。さらに近年では、二酸化炭素を吸収・固定

する「ブルーカーボン」として注目され、カーボンニュ

ートラルの観点から、その価値が再評価されている。 

本市ではアマモ場のモニタリング調査を実施してい

るが、全国的にアマモ場は減少傾向にあり、浜名湖でも

減少が確認されている。また、それと比例するように、

浜名湖で長年にわたり市民の食卓を彩り、観光や地域

経済に大きく貢献してきた「アサリ」が減少している。 

どちらの減少も、複合的な要因が考えられることと

承知しているが、これまで本市を支えてきた浜名湖の

恵みを次世代につなぐことができるように、以下伺う。 

(1) カーボンニュートラルの実現に向けたブルーカーボ

ンの位置付けについて 

 

(2) 浜名湖におけるアマモ場の現状と環境教育について 

(3) 浜名湖のアサリの減少の要因と市の認識について 

 

(4) アサリの資源回復に向けた取組と今後の方向性につ

いて 

 

本市の農業水利施設は、一部上水道、工業用水にも共

有され、市民生活や地域産業の発展に重要な役割を担

っている。また、食料生産の基盤である農業用水の安定

供給の役割は無論であるが、流域内での水循環を支え

る多面的機能を有しており、地域の防災にも寄与して

いる。 

  これら水利施設の基幹部分の管理を担う浜松土地改

良区及び浜名湖北部用水土地改良区は、本市の負担金

及び補助金により運営されており、かんがい排水事業

（用水路、排水路整備）、圃場整備事業（農地、水路、

農道など一体整備）等の土地改良事業の実施に加え、用

排水路等の維持管理を行い、農業生産の基盤を支えて

いる。こうしたことから、市にとってなくてはならない

団体であり、その運営は、市が引き続き責任を持って支

援する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木カーボン

ニュートラル

推進担当部長 

上田環境部長 

下位農林水産

担当部長 
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下位農林水産

担当部長 
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  （ 2 枚中 2 枚目） 

 

表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ スタートアップ

と地域企業の連携

促進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 西部清掃工場更

新事業の進捗につ

いて 

 

 

 

 

 

５ 道の駅の検討状

況について 

 

一方で、土地改良区と同時になくてはならないのが、

大多数の農業者によって運営されている水利組合であ

る。本市においては、この水利組合は、末端部分である

地域の揚水機場や給水栓、用排水路などを管理してい

る。しかし、水利組合は任意団体とされており、運営は

各地域の農業者が大変な苦労のなか行っている。 

そこで、水利施設の管理について以下伺う。 

(1) 現在のかんがい施設の管理の実態、現状について伺

う。 

(2) 水利組合の運営は利用者による負担金で賄われてお

り、財政面での負担は少なくないと聞く。そこで浜松土

地改良区との連携により、管内の広域的な取組として

多面的機能交付金の活用が出来ないか伺う。 

(3) 農業水利施設の保全に関する課題認識と市としての

支援について伺う。 

 

革新的な技術やアイデア等をもつスタートアップと

地域企業の連携は、地域産業の発展に繋がる重要な取

組であると考えている。 

本市が昨年度から開始したスタートアップと地域企

業の連携を促進する取組である「ハマハブ！」には期待

しているところである。 

そこで、「ハマハブ！」について以下伺う。 

(1) 目的や特徴について 

(2) 補助金の概要とねらいについて 

(3) これまでの実績と今後について 

 

西部清掃工場更新事業の契約が本年２月26日に締結

され、７か月が経過しようとしている。 

そこで、以下伺う。 

(1) 現在の進捗状況について伺う。 

(2) 現清掃工場では、環境啓発施設「えこはま」という市

民が体験学習などのできる施設を備えているが、新清

掃工場における環境啓発に関する取組について伺う。 

 

本市では、遠州灘海浜公園篠原地区周辺において、道

の駅の整備計画を検討中である。 

そこで、以下伺う。 

(1) 能登半島地震では、防災道の駅が広域防災拠点とし

て利用されたが、本市の道の駅における防災道の駅の

検討状況について伺う。 

(2) 昨年度から今年度にかけて実施している基本計画策

定と官民連携手法導入可能性調査について、進捗状況

を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土居スタート

アップ推進担

当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

上田環境部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中野市長 

 

 

工藤企画調整

部長 
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